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10一般公開シンポジウム

理屈?屁理屈?理 屈ぬき?‐ 考える心,感 じる心‐

開催日　2008年1月19日

企画班　全体

企画者　伊東裕司

講演者　瀬名秀明、田尻悟郎、入来篤史、子安増生、藤田和生、鈴木晶子、　　　　安西祐一郎

 1月19日 、 東 京 国 際 フ ォー ラ ムB蘒z ー ル に て 、

一..・般 公 開 シ ンポ ジ ウ ム 「理 屈P厩 理 屈?理 屈 ぬ

きv一 考 え る 心 、 感 じる 心 一 」 を 開 催 した。 この

シ ンポ ジ ウ ム は2つ の 特 筆 す べ き 点 を 持 っ て い

る。 第1は 、 グ ロー バ ルCOEで 企h':〔i・開催 され る

多 くの シ ンポ ジ ウ ム と異 な り、 お もな 聴 衆 と して

研 究 者 で は な く一一般 の 方 を想 定 し て い る点 で あ

る。 こ の よ う な シ ンポ ジ ウ ム を通 じて 、 グ ロー バ

ルCOEの 活 動 を広 く知 っ て も らい 、 研 究 領 域 の 面

白 さ を 理 解 して い た だ こ う 、 と い う趣 旨 で あ る。

実 際 に 、 こ の 日 は約240名 の 参 加 者 に お い で い た

だ い た が 、 そ の か な りの 割 合 は研 究 者 以 外 の 方 で

あ った 。 第2は 、 こ の シ ンポ ジ ウ ム が慶應 義 塾 大

学 グ ロー バ ルCOEプ ロ グ ラ ム 「論 理 と感 性 の先 端

的 教 育 研 究 拠 点 」 と京 都 大 学 グ ロ ー バ ルCOEプ ロ

グ ラム 「心 が 活 き る教 育 の た め の 国 際 的 拠 点 」 の

共 催 で あ る 、 とい う点 で あ る 。 京 都 大 学 と慶應 義

塾 大 学 は 、2007年9月27日 に 「連 携 協 力 に 関 す る

基 本 協 定 書 」 に 調 印 して い る が 、 両 グ ロ ー バ ル

COEで も連 携 して 事 業 を進 め る こ と に な っ て い

る 。 今 回の シ ンポ ジ ウ ム は そ の 最 初 の 企 画 、 とい

うこ とに な る。

 シ ンポ ジ ウ ム は3部 構 成 に な っ て お り、 午 前 中

の 第1部 で は、 両 グ ロー バ ルCOEプ ロ グ ラ ムの 拠

点 リー ダー で あ る慶應 義 塾 大 学 の 渡 辺 茂 と京 都 大

学 の 子 安 増 生 教 授 か らそ れ ぞ れ の 拠 点 の 紹 介 が あ

っ た 。 い ず れ も 「心 の 研 究 」 に 関 す る学 際 的 な プ

ロ グ ラム で あ り、 多 くの 分 野 の 連 携 に よ り研 究 を

進 め て い く構 想 が 熱 く語 られ た。

 午 後 に入 っ て 第2部 は 、東 北 大 学 の瀬 名 秀 明 教

授 に よ る 「"生命"と'`非 生 命"の 感 情 世 界 」 と題

す る 講 演 、 関西 大 学 の 田尻 悟 郎 教 授 と慶應 義 塾 大

学 の 大 津 出紀 雄 に よ る 「論 理 と感 性 の せ め ぎ合 い

一 言 語 教 育 の 視 点 か ら」 と題 す る対 談 が 行 われ た
。

瀬 名 教 授 は 、「パ ラ サ イ1・ ・イ ブ 』や 『BRAIN

VALLEY』 の 作 者 と して 知 ら れ る 作 家 で あ るが 、

文 学 作 品 や 映 画 に登 場 す る ロ ボ ッ トな ど の 感情 と

論 理 につ い て 語 られ た 。 田 尻 教 授 は 、 独 自 の や り

方 で 英 語 を 教 え る名 人 英 語 教 師 で あ るが 、 授 業 の

実 演 も含 め な が ら大 津 教 授 と の経 妙 な 掛 け合 い を

行 い なが ら、 英 語 教 育 に お け る論 理 と感 性 に つ い

て 語 られ た 。 田尻 教 授 の 授 業 実 演 に 関 して は 、 時

間 の 関係 上 紹 介 で きな か っ た部 分 も多 か っ た よ う

で あ る が 、 も う少 し見 た か っ た 、 と い う方 も 多

か っ た の で は な い か と思 わ れ る。

 第3部 は 、慶應 義 塾 長 の 安�!4祐 ・郎 の 講 演 「論

理 と感性 の認 知科 学 」 で幕 を 開 け た。 安 西 塾 長 は、

専 門 で あ る 認 知 科 学 の 立 場 か ら、 人 問 の 問 題 解 決

や 人 間 と ロ ボ ッ トと の 相.n.作 用 に お け る論 理 の働

き、 感 情 の働 き につ い て 語 られ た。 第3部 の最 後

は 、 パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ンで あ っ た が 、 まず 両

グ ローバ ルCOEの 拠 点 メ ンバ ー(事 業 推 進 担 当 者 〉

そ れ ぞ れ2人 ず つ か ら話 題 提 供 が 行 わ れ た 。 話 題

提 供 者 と そ の テ ー マ は 以...卜.の逓 りで あ る 。 京 都 大

学 グ ロー バ ルCOEか ら は鈴 木 晶子 教 授:感 覚 σ)わ

ざ一 タ ク ト、 藤 田 和 生 教 授:ね たみ 、優 し さ、 思

いや り一 動 物 の 高 次 感 情 に つ い て 、慶應 義 塾 大 学

グ ロー バ ルCOEか らは 入 来 篤 史理 化 学研 究 所 脳 科

学 総 合研 究 セ ン ター グ ル ー プ デ ィ レク ター:知 性

進 化 の 神 経 生 物 学 、 伊 東 裕 司:裁 判 員 の 判 断 に お

け る リ ク ツ と ヒ リ ク ツ。 論 理 と感 性 に ま つ わ る 、

思 想 史 、 実 験 心 理 学 、 神 経 生 理 学 と様 々 な 分 野 に

わ た る 、 多 方 陶 か らの ア プ ロ ー チ が 紹 介 され た 。

続 い て 第2部 、 第3部 の演 者 全 員 が 壇 上 に 登 り、

デ ィス カ ッシ ョ ンを行 っ た。 デ ィス カ ッシ ョンは 、

そ れ ぞ れ の 研 究 や 講 演 の 内 容 が 多 岐 に わ た っ て い
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る こ と、 また 司 会 者 と して の 伊 東 の 力 量 不 足 か ら、

ま と ま った 結 論 を 導 き 出す 、 とい う もの に は な ら

な か っ た が 、 論 理 と感 性 を め ぐる研 究 の 可 能 性 と

面 白 さ、 ま た 多 岐 に わ た る研 究 問 の 関連 性 な どが

示 唆 され る興 味深 い もの で あ っ た とい え よ う。

 以 上 の ほ か に 、 本 シ ンポ ジ ウ ムで は 両 グ ロ ー バ

ルCOEの 研 究 者 に よ る ポ ス ター 発 表 とNIRSな ど

の研 究 装 置 の展 示 も行 わ れ た 。 休 憩 時 間 に は 、 熱

心 な 参 加 者 と発 表 者 の デ ィス カ ッ シ ョ ンが 、 あ ち

こ ち で 行 わ れ 、 装 置 の デ モ を 興 味 深 そ うに の ぞ く

参 加.者 も多 くみ られ た。

 .一.・般 向 け の 企 画 と して 、 ・般 の 参 加 者 の 方 に興

味 を 持 っ て い た だ け た か ど うか が 非 常 に 気 に な る

とこ ろ で あ る が 、 ア ン ケー トをお 願 い した と こ ろ、

非 常 に多 くの 方 か ら 回答 を い た だ い た 。 ご.協力 に

感 謝 を表 した い 。 厳 しい ご 意 見 も頂 い た が 、 お お

む ね 企 山 趣 旨 に か な っ た シ ンポ ジ ウ ム で あ っ た と

思 え る 回 答 で あ っ た 、、       (伊東 裕 司)
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